
し
ん
ち

し
ん
ち

議
会
議
会
だ
よ
り

だ
よ
り

No.
No.185185

2025・４
・20

2025・４
・20

⃝⃝
定

例
議

会
の

概
要

  
定

例
議

会
の

概
要

  ‥‥
‥
‥

‥‥
‥
‥

２
～

９
２

～
９

⃝⃝
町

政
を

問
う

町
政

を
問

う
    ‥‥
‥
‥
‥
‥

‥‥
‥
‥
‥
‥

1010～～
1616

⃝⃝
常

任
委

員
会

レ
ポ

ー
ト

常
任

委
員

会
レ

ポ
ー

ト
    ‥‥‥‥

1717～～
1919

⃝⃝
よ

う
こ

そ
新

地
町

へ
よ

う
こ

そ
新

地
町

へ
    ‥‥

‥
‥

‥
‥‥

‥
‥

‥
2020

〈〈
３３
月
定
例
会
〉

月
定
例
会
〉

４
月

７
日

 駒
ケ

嶺
小

学
校

 入
学

式
４

月
７

日
 駒

ケ
嶺

小
学

校
 入

学
式



（2）（3） 令和７年４月 20 日令和７年４月 20 日

　

令
和
７
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら

19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
な
ど
20
議
案

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

各
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受

け
て
徹
底
し
た
議
論
を
重
ね
、

慎
重
に
審
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
７
年
度

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
な
ど
５
つ
の
各
予
算
を

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
と
し
た
。

快
適
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
移
住
定
住
促
進
事
業	

８
６
０
万
円

○
し
ん
ち
魅
力
体
感
・
発
信
事
業	

２
５
０
０
万
円

○
排
水
機
場
施
設
維
持
管
理
運
営
費	

１
億
４
３
１
７
万
円

住
民
力
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

○
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
及
び
総
合
計
画
策
定
支
援
事
業	

８
４
５
万
円

○
令
和
７
年
国
勢
調
査	

３
４
２
万
円

○
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
移
行
業
務	

２
億
４
８
９
万
円

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

○
在
宅
保
育
軽
減
助
成
事
業	

２
７
０
万
円

○
学
校
給
食
無
償
化
事
業	

４
６
２
９
万
円

○
ア
ー
ト
の
ま
ち
「
新
地
」
創
造
・
ア
ー
ト
の
魅
力
発
信
事
業	

２
５
０
０
万
円

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

○
妊
産
婦
支
援
事
業	

７
７
４
万
円

○
高
齢
者
見
守
り
事
業	

４
０
０
万
円

○
家
族
介
護
支
援
事
業	

２
８
２
万
円

災
害
に
強
く
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業	

３
４
０
０
万
円

○
道
路
維
持
事
業	

３
９
４
８
万
円

○
生
活
ご
み
収
集
運
搬
処
理	

６
６
４
８
万
円

　

第
６
次
新
地
町
総
合
計
画
で

新
地
町
が
め
ざ
す
将
来
像
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る　

活
力
あ
る

ま
ち　

し
ん
ち
」
を
実
現
す
る

た
め
の「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
沿
っ
た
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
。

　

議
会
で
は
、
予
算
の
重
要
性

に
鑑
み
、
慎
重
に
審
議
を
行
う

た
め
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
た
。

　

委
員
長
に
水
戸
洋
一
副
議
長
、

副
委
員
長
に
は
井
上
和
文
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を

選
出
し
、
３
月
６
日
か
ら
13
日

ま
で
予
算
審
査
を
行
っ
た
。

◆用語解説
【自主財源】
　町が自主的に収入する財源

【依存財源】
　国や県から定められた額を収入する財源

【町税】
　�町民税（個人・法人）、固定資産税（土地・家屋・
償却資産）、軽自動車税などの納税いただい
たお金

【地方交付税】
　�町の財政力に応じて国から交付されるお金

【国・県支出金】
　�事業の財源として使い道が決められた国や
県から交付されるお金

【町債】
　�公共工事などを行うため国および金融機関
から借りるお金

【その他※1】
　寄付金や繰越金など

【その他※2】
　地方譲与税や各種交付金など

◆用語解説
【義務的経費】
　�支出が義務づけられ、任意に削減できない
経費

【投資的経費】
　�施設など、財産として将来に残るものにか
かる経費

【普通建設事業費】
　公共施設や道路などを整備するための経費

【物件費】
　�光熱水費、各委託料、備品購入費などの経費

【補助費等】
　個人や任意組織に対する補助金などの経費

【繰出金】
　一般会計から各特別会計に支出する経費

【積立金】
　�財政調整基金や各種特定目的基金に積立す
るための経費

歳  出歳  出
58.2億円58.2億円

人件費人件費
13.4億円13.4億円

義務的経費義務的経費
24.3億円24.3億円
41.8％41.8％

投資的経費投資的経費
7.1億円7.1億円
12.1％12.1％

その他の経費その他の経費
26.8億円26.8億円
46.1％46.1％

公債費公債費
6.7億円6.7億円

扶助費扶助費
4.1億円4.1億円

普通建設事業費普通建設事業費
7.1億円7.1億円

物件費物件費
11.2億円11.2億円

繰出金繰出金
6.4億円6.4億円

補助費等補助費等
7.5億円7.5億円

積立金積立金
0.2億円0.2億円

維持補修費維持補修費
0.7億円0.7億円

貸付金貸付金
0.3億円0.3億円 その他 0.4億円その他 0.4億円

歳  出
58.2億円

人件費
13.4億円

義務的経費
24.3億円
41.8％

投資的経費
7.1億円
12.1％

その他の経費
26.8億円
46.1％

公債費
6.7億円

扶助費
4.1億円

普通建設事業費
7.1億円

物件費
11.2億円

繰出金
6.4億円

補助費等
7.5億円

その他 0.4億円

積立金
0.2億円

維持補修費
0.7億円

貸付金
0.3億円

町税町税
23.5億円23.5億円

財産収入 0.3億円財産収入 0.3億円

地方交付税地方交付税
11.3億円11.3億円

国庫支出金国庫支出金
6.1億円6.1億円

諸収入諸収入
1.0億円1.0億円

使用料及び手数料使用料及び手数料
1.0億円1.0億円

町債町債
2.3億円2.3億円

県支出金県支出金
3.1億円3.1億円

歳  入歳  入
58.2億円58.2億円

自主財源自主財源
32.0億円32.0億円
55％55％

依存財源依存財源
26.2億円26.2億円
45％45％

その他※2その他※2
3.4億円3.4億円

その他※1その他※1
6.2億円6.2億円

歳  入
58.2億円

町税
23.5億円

財産収入 0.3億円

地方交付税
11.3億円

国庫支出金
6.1億円

その他※2
3.4億円

その他※1
6.2億円

諸収入
1.0億円

使用料及び手数料
1.0億円

自主財源
32.0億円
55％

依存財源
26.2億円
45％

町債
2.3億円

県支出金
3.1億円

３月
定例会

３月定例会の
あらまし

令和７年度一般会計予算 58億2100万円 前年度比前年度比
３億６０００万円３億６０００万円

（５.８㌫）減（５. ８㌫）減学校給食費無償化が学校給食費無償化が 実現実現
町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

▲ 子どもたちの健やかな成長の支えに



（4）（5） 令和７年４月 20 日令和７年４月 20 日

Q
農
産
物
の
有
害
鳥
獣
被
害
に

つ
い
て
、
特
に
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
実
数
及
び
傾
向

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
は
拡
大

し
て
お
り
、
捕
獲
頭
数
は

６
年
度
目
標
で
50
頭
、
新

た
に
に
ア
ラ
イ
グ
マ
が
10

頭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

イ
ノ
シ
シ
は
数
年
前
の
豚

熱
流
行
の
影
響
か
ら
増
え

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被

害
が
増
加
傾
向
の
た
め
、

７
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
50
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
20
頭
の
捕
獲

を
め
ざ
し
て
い
る
。

Q
相
馬
地
方
開
発
記
念
緑
地
公

園
は
、
設
置
後
30
年
を
過

ぎ
経
年
化
し
て
い
る
。
劣

化
し
た
施
設
の
補
修
も
必

要
だ
が
、
子
ど
も
達
の
安

全
の
た
め
、
側
溝
の
ふ
た

の
設
置
や
茂
み
解
消
等
の

対
応
は
。

A
施
設
の
整
備
は
計
画
性
を

も
っ
て
対
応
す
る
。
そ
の

他
の
公
園
の
整
備
は
限
ら

れ
た
予
算
で
は
あ
る
が
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
対
応

し
て
い
く
。

Q
新
地
町
は
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
。

予
算
面
で
は
６
年
度
よ
り

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
推
進
に
影
響
は
な
い
の

か
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
６
名
い

た
が
、
７
年
度
か
ら
４
名

と
し
、
各
小
中
学
校
に
１

名
を
配
置
し
、
こ
れ
ま
で

通
り
事
業
を
進
め
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
教
育
委
員
会
の

重
点
事
項
で
あ
り
、
レ
ベ

ル
低
下
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
魅
力
体
感
発
信
事
業
の
具
体

的
な
内
容
は
。

A
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
Ｐ
Ｒ
、
鹿

狼
山
等
を
活
か
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
、
風
土
（
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
）
フ
ェ
ス
な
ど
を

予
定
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
、
５
類
へ
の
移
行
に

よ
り
６
年
度
か
ら
有
償
化

し
た
が
、
接
種
を
受
け
た

人
数
は
ど
の
程
度
か
。
ま

た
、
７
年
度
は
町
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

A
国
の
補
助
に
よ
り
65
歳
以

上
の
方
は
、
２
１
０
０
円

の
個
人
負
担
と
な
っ
た
が
、

６
年
度
は
５
５
２
人
が
接

種
を
受
け
た
。
し
か
し
、

７
年
度
は
国
の
補
助
が
な

く
な
る
も
の
の
、
町
が
負

担
し
て
同
額
で
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
で
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
。

こんな質問がこんな質問が

予算審査予算審査

Ｑ＆Ａ
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

○
歳
入

・�

国
や
県
が
計
画
す
る
各
種
事

業
を
踏
ま
え
、
補
助
事
業
や

新
た
な
事
業
、
制
度
の
情
報

収
集
に
努
め
、
更
な
る
財
源

確
保
を
図
ら
れ
た
い
。

○
歳
出

・�

職
員
の
健
康
管
理
に
十
分
努

め
ら
れ
た
い
。

・�
地
域
公
共
交
通
は
町
民
の
た

め
の
事
業
で
あ
る
。
町
民
の

利
用
の
公
平
性
を
持
っ
た
シ

ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
利
用

実
態
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、

Q
新
規
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
や
個
人
負
担
額
等
は
。

A
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
生
ワ
ク

チ
ン
の
２
種
類
が
あ
り
、、

接
種
希
望
者
が
選
択
す
る
。

　

個
人
負
担
額
等
は
表
の
と
お

り
。

（単位 ： 千円）

会　計　別 令和７年度 令和６年度 比    較

一 般 会 計 5,821,000 6,181,000 △360,000

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 876,985 853,794 23,191

介 護 保 険 875,511 847,814 27,697

後期高齢者医療 217,832 211,575 6,257

合　　　計 7,791,328 8,094,183 △302,855

令和７年度 令和６年度 比    較

下
水
道
事
業

収益的収入及び支出
収　入
支　出

299,805
299,805

314,810
314,810

△15,005
△15,005

資本的収入及び支出
収　入
支　出

167,032
234,711

198,281
248,178

△31,249
△13,467

ワクチンの種類 接種回数 費用
（1回あたり）

自己負担額
（1回あたり） 効果

不活性化ワクチン 2回 2万2,000円 6,600円 10年以上

生ワクチン 1回 8,800円 2,600円 5年程度

会計別当初予算額
　

こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
公

共
施
設
等
の
活
用
を
図
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
と
共

に
、
各
施
設
の
適
切
な
管
理
運

営
に
努
め
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
に
対
し
、
よ
り
積
極
的
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
力
さ
れ

た
い
。

　
「
第
６
次
新
地
町
総
合
計
画

後
期
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
、

中
長
期
的
な
方
向
性
を
示
す
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
計
画
に

向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

Q
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い

て
、
小
学
生
と
中
学
生
の

対
象
人
数
は
。

A
小
学
生
が
３
９
３
名
分
、
中

学
生
が
１
９
５
名
分
、
合

計
５
８
８
名
分
で
あ
る
。

Q
防
災
備
蓄
の
内
、
食
料
品
の

賞
味
期
限
対
応
は
。

A
レ
ト
ル
ト
食
品
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
依
頼
し
定
期

的
に
配
布
を
行
い
活
用
し

て
い
る
。
缶
パ
ン
、
ア
ル

フ
ァ
米
は
、
防
災
訓
練
実

施
時
の
炊
出
し
訓
練
時
に

参
加
者
に
食
し
て
い
た
だ

く
等
の
対
応
を
行
い
、
極

力
フ
ー
ド
ロ
ス
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、
早

急
に
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

・�

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業

運
営
も
含
め
国
の
補
助
等
を

活
用
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
ら
れ
た
い
。

・�

町
民
生
活
の
安
心
安
全
に
繋

が
る
、
防
災
・
減
災
等
の
事

業
を
計
画
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

・�

早
急
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

の
誘
致
を
図
ら
れ
た
い
。

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・�

健
康
増
進
や
予
防
医
療
の
充

実
を
図
り
、
国
保
税
の
更
な

る
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
及
び
令
和
７
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・�

各
制
度
の
的
確
な
運
用
に
努

め
、負
担
軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
会
計

予
算

・�

的
確
な
収
支
及
び
施
設
の
維

持
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

賛 成 反 対
•�令和６年７月から運行開始した「しんちゃ
んバス」は、利用者が少数の状況である。地
域公共交通とはいえ一般財源から年間総額
３４００万円を充当するのは疑問である。

•�スーパー誘致について、町として経過報告
をし、誘致の早期実現を図り、町民の声に寄
り添っていく努力をしてほしい。

•�焼却灰を町外で処分しているが、最終処分
場堰堤築造工事をして延命化が図られた。町
の最終処分場に運び、放射能検査を行い住民
に報告することが安心安全につながると思う
ことから町外への焼却灰搬送処分には反対す
る。

•�しんちゃんバスは運行からまだ１年も
経っていない。その間にデータも色々
取っており、新年度から可能な部分から
見直しを行っていくとのことから賛成す
る。

•�一部予算を否決することは全予算を否定
することにつながる。給食費無償化など
町民を支える事業が停滞し、多大な町民
への迷惑がかかると判断する。

•�予算の全てに満足しているわけではない
が、執行させないと町民の生活に色々な
弊害がでる。

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

議
会
の
意
見（
抜
粋
）

令和７年度一般会計予算に関する討論

▲ 災害に備えてローリングストックを
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議　案
令　和
６年度
補　正

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
令
和
７
年
６
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
懲

役
」及
び「
禁
固
」が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に「
拘
禁
刑
」が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る
条

例
を
一
括
し
て
改
正
す
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

準
じ
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手

当
を
廃
止
し
、
子
に
係
る
扶
養

手
当
を
引
き
上
げ
る
等
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の

　

繰
越
明
許
費
と
は
、
何
ら
か
の
事

情
で
そ
の
年
度
内
に
支
出
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
経
費
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
翌
年
度
１
年

間
に
限
り
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

繰
越
明
許
費
と
は

主な繰越明許の内容
（単位 ： 千円）

事 業 名 金　　額

通学路交通安全対策事業 151,877

通学路交通安全対策補助事業 56,000

広葉樹林再生事業 45,650

非課税世帯臨時給付金事業 20,000

物価高騰対応支援金事業 16,630

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金事業 5,593

コンビニ交付システム標準化・共通化に
係る事業 5,060

農業用施設修繕費 1,300

そ の 他 の 議 案

議案第８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

議案第９号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

議案第１０号 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例

議案第１１号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

議案第１２号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

議案第１３号 東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税及び介護保険料
の減免に関する条例の一部を改正する条例

議案第１４号 地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

８事業が繰越に８事業が繰越に 関係条例を改正関係条例を改正
通学路安全対策など 法改正等に伴い

　

引
き
続
き
適
任
者
と
し
て
推

薦
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
適
任
と

認
め
た
。
任
期
は
３
年
間
。

　

引
き
続
き
適
任
者
と
し
て
選

任
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
同
意
し

た
。
任
期
は
３
年
間
。

人
権
擁
護
委
員
に

渡
部
　
啓
子 

氏（
再
任
）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

川
上
さ
と
み 

氏（
再
任
）

傍聴券等の年齢の記入が不要に

禁止されていた議場内での帽子やコート、マ
フラーの着用が可能に

議長の許可が必要だった児童及び乳幼児の傍
聴席入場制限を削除

傍聴手続きの簡略化

服装の制限を見直し

子どもの傍聴　許可不要に

一
般
会
計
２
億
５
５
０
０
万
円
減
額

総
額
67
億
６
９
４
７
万
円
に

川上さとみ 氏 渡部　啓子 氏

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

人
　
事

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
　
例

補
正
予
算

傍
聴
し
や
す
い
議
会
へ

議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改
正

主な改正内容 議
員
発
議

▲ 安心して通学できるように
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物
価
高
騰
対
応
支
援
関
係
で

４
０
０
４
万
円
、
通
学
路
交
通

安
全
対
策
補
助
事
業
な
ど
３
件

の
繰
越
明
許
な
ど
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
６
３
３
万
円

追
加
し
、
総
額
70
億
２
４
４
７

円
と
す
る
も
の

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
実

施
す
る
行
政
機
構
の
改
革
に
伴

い
、
関
係
条
例
を
整
理
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

臨時会

　

前
任
者
が
令
和
６
年
12
月
31

日
を
も
っ
て
退
任
し
、
新
た
に

適
任
者
と
し
て
任
命
す
る
こ
と

に
賛
成
多
数
で
同
意
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
９
月
30
日

ま
で
。 人

　
事

教
育
委
員
会
教
育
長
に

泉
田
　
晴
平 

氏（
新
任
）

役場の組織が新たに役場の組織が新たに
令和７年４月１日より

　

臨
時
議
会
は
、
１
月
31
日
に
開
催
さ
れ
、
町

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
や
、
行
政
機
構
改
革
に
伴
う
条
例
改
正
、
一

般
会
計
補
正
の
３
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の

通
り
可
決
し
た
。

請願・陳情・要望等（３月定例会）

件　　　　名 提　出　者 審査結果

請
　
願

国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批
准を求める意見書」提出についての請願

新日本婦人の会
福島県本部

代表　井上　裕子
継続審査

陳
　
情

国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」
提出についての陳情

新日本婦人の会
福島県本部

代表　井上　裕子
継続審査

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の
提出を求める陳情

日本労働組合総連合会
福島県連合会

相馬地区連合会議長
木村幸治

採　択
（関係機関に意

見書送付）

要
　
望

政党機関紙の庁舎内勧誘行為における庁舎管理規則の徹
底を求める要望書

パワハラから職員を守る
都道府県民の会 連絡会

事務局長　佐々木　一也
福島県を明るくする会

印刷して配布

議会では、地域住民より直接の声となる、請願、陳情、意見等を受付けています。
今定例会では、下記のとおり受付ました。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書（抜粋）

　社会や産業・企業を維持・発展させるべく、中長期を見据えた「人への投資」が不可欠であり、ステー
ジ転換に向けて大きな一歩を踏み出した今こそ、「賃金も物価も上がらない」というこれまでの社会的規
範を変えなければならない。
　さらには、人手不足を補うため雇用形態の多様化は依然として存在しており、低賃金・長時間労働な
ど問題を解消すべく、福島県の人口流出抑制策となる最低賃金の引き上げと早期発効は重要な政策と考
える。
　よって、新地町議会は福島県の一層の発展をはかるため、「賃金の経済政策」となる福島県の最低賃金
引き上げに関する次の事項について強く要望する。

１　福島県最低賃金を速やかに時給１，０００円に到達させること。
　　�特に、国際情勢に起因する物価上昇と円安の影響は、働く者の生活をより厳しくしており、最低賃
金の着実な引き上げは継続する必要がある。また、新総理の所信表明演説における２０２０年代に全
国平均を１，５００円となることを目指すと述べた積極的な姿勢を重く受け止めていただきたい。

２　�中小企業等が、原材料価格やエネルギーコストのみならず、最低賃金引上げ原資の確保を含め、サ
プライチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配、働き方も含めた「取引の適正化」の定着に
向け、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」の周知・浸透の強化を図り、指針に沿っ
た適切な企業行動となるよう促されたい。

３　�最低賃金引上げは賃金の多寡と人口移動の相関関係も示されており、労働力確保や人口流出抑制等
も多様な政策誘導として取り組むこと。

４　�福島県最低賃金の改定諮問時期は、労働者間の均衡や景気への影響も考慮し、可能な限り早期の発
効に努めること。

５　�最低賃金の改定額を踏まえ、公契約における賃金や労働条件に下方圧力がかかることのないよう、
賃金保証型（ＩＬＯ第９４号条約に準拠）を基準条項に盛り込ませた公契約条例制定の検討を行う
こと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　

　令和７年３月１９日　　福島県相馬郡新地町議会議長　遠　藤　　満

　《提出先》
　内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長　あて

※�この他、係の新設・移動、一部事務を移管など、詳しくは
広報しんち２月２０日号をご覧ください。

４月１日から名称が変更になる課

変更前

➡

変更後

企画振興課 企画政策課

町民課 町民生活課

健康福祉課 保健福祉課

農林水産課 産業振興課

都市計画課 都市建設課
※都市計画課と
　建設課が統合建設課

泉田　晴平 氏 活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

条
　
例

行
政
機
構
の
改
革
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

補
　
正

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

▲ 各課の案内板が設置されました

定
例
議
会
の
概
要
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寺島博文 議員
一
般
質
問

町
政
を
問
う

６名の議員が質問

　

今
定
例
会
の
一
般
質
問
は
︑
３
月
17
日
︑
18
日
に

行
い
ま
し
た
︒

　

議
員
６
名
か
ら
は
15
件
の
通
告
が
あ
り
︑
働
き
方

改
革
や
ス
ー
パ
ー
誘
致
︑
文
化
振
興
な
ど
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
︒

　
各
議
員
か
ら
の
質
問
内
容
は
︑左
記
の
と
お
り
で
す
︒

以
下
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
、
登
壇
し
た
順
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寺
てら
　島
しま
　博
ひろ
　文
ふみ
　　議　員	 P11

１　働き方改革について
２　文化振興・教育行政について

吉
よし
　田

だ
　　　博

ひろし
　　議　員	 P12

１　人口減少の取り組みについて
２　小・中学校の施設整備と教育方針について

八
や
　巻
まき
　秀
ひで
　行
ゆき
　　議　員	 P13

１　快適で活力ある町づくりについて

牛
うし
　坂
さか
　毅
つよ
　志

し
　　議　員	 P14

１　�東日本大震災の大津波により被害を受けた大
戸浜地区の復興が進まないことについて

２　スーパーの現状について
３　障がい者の交通機関に対する補助制度について
４　町道のＵ字溝のふたの設置について
５　高額療養費制度について

井
いの
　上
うえ
　和
かず
　文
ふみ
　　議　員	 P15

１　文化の振興について
２　平和都市宣言の取り組みについて

村
むら
　上
かみ
　勝
かつ
　則
のり
　　議　員	 P16

１　�財政調整基金の運用について
２　企業誘致と工業用地について
３　円滑な行政サービスのための職員数について

働き方改革を進めるべき

回答　�他自治体を参考に進める

一
般
質
問

ただ

　

行
政
機
構
改
革
に
よ
り

大
幅
な
組
織
変
更
が
行
わ
れ

る
。
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

今
の
時
代
に
あ
っ
た
「
働
き
方

改
革
」
を
進
め
る
べ
き
で
な
い

か
。

　

他
の
自
治
体
の
優
良

事
例
等
を
参
考
に
し
、
職
員
が

働
き
や
す
く
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
る
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
。

『
超
過
勤
務
に
つ
い
て
』

　

長
時
間
の
超
過
勤
務
を

行
う
職
員
が
多
く
い
る
課
や
、

業
務
上
、
一
部
の
職
員
に
偏
っ

て
超
過
勤
務
を
科
さ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
当

町
の
超
過
勤
務
実
態
は
、
適
正

水
準
に
あ
る
の
か
。

　

新
地
町
に
お
け
る
令

和
５
年
度
の
一
年
間
の
職
員

一
人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務

は
、
１
３
２
時
間
、
一
ヶ
月
平

均
は
11
時
間
で
あ
る
。
全
国
の

市
区
町
村
職
員
一
人
当
た
り
、

１
３
０
時
間
と
な
っ
て
い
る
事

か
ら
、
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
程

度
で
あ
り
、
当
町
の
時
間
外
勤

務
は
、概
ね
適
正
水
準
に
あ
る
。

　

職
員
の
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
実

現
の
た
め
、
時
間
外
勤
務
の
縮

減
に
努
め
て
い
く
。

　

超
過
勤
務
削
減
に
向
け

て
の
取
組
み
は
。

　

管
理
職
に
よ
る
声
掛

け
や
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底

を
図
っ
て
い
く
。

『
駒
ケ
嶺
公
民
館
分
館
に

つ
い
て
』

　

駒
ケ
嶺
公
民
館
分
館

は
、
昨
年
令
和
６
年
５
月
に
開

館
し
た
が
、
現
在
作
品
を
保
管

す
る
適
切
な
環
境
に
な
い
。
充

実
し
た
施
設
に
し
て
、
広
く
町

民
に
見
せ
る
展
示
施
設
に
す
べ

き
で
な
い
か
。

　

今
後
収
蔵
す
る
作
品

や
資
料
の
一
部
を
施
設
内
に
わ

か
り
や
す
く
企
画
展
示
し
、
地

域
の
方
が
歴
史
文
化
芸
術
の
分

野
で
、
集
い
・
学
び
・
交
流
で

き
る
施
設
に
し
て
い
く
。

　

駒
ケ
嶺
公
民
館
分
館
に

は
表
札
と
か
看
板
が
な
い
た
め

分
か
り
づ
ら
い
。
看
板
を
取
り

付
け
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

わ
か
り
や
す
い
表
示

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら

入
る
光
に
つ
い
て
、
作
品
な
ど

へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　

一
階
部
分
に
は
、
遮

光
フ
ィ
ル
ム
が
貼
っ
て
あ
る
た

め
問
題
な
い
と
考
え
る
。

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
につ

い
て
』

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
自

転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
代
金
の
補
助
制

度
が
あ
る
が
、
成
長
と
共
に
、

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た

り
、
高
校
生
の
２
駅
で
の
通
学

利
用
も
あ
る
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金
を

最
大
２
回
ま
で
認
め
ら
れ
な
い

か
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
最
初

の
購
入
が
小
学
生
で
あ
っ
た
場

合
、
中
学
進
学
時
に
は
サ
イ
ズ

が
合
わ
な
い
事
は
想
定
さ
れ
る

の
で
、
２
回
目
の
購
入
の
助
成

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
つ
い
て
』

　
「
駒
ケ
嶺
公
民
館
及
び

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
に
犯
罪

抑
止
の
為
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
べ
き
で
な
い
か
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
令
和
６
年
３
月
に

も
一
般
質
問
し
て
お
り
、「
児

童
ク
ラ
ブ
で
毎
日
使
用
す
る
施

設
な
の
で
、
今
後
検
討
す
る
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
。

　

駒
ケ
嶺
公
民
館
や
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
利
用
し

て
い
る
施
設
で
も
あ
り
、
設
置

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

問

問問問

問

問

問

問 回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

▲広く町民に見せる展示施設へ

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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町
内
人
口
は
年
々
減
少

し
て
い
る
が
、
町
は
人
口
減
少

を
ど
の
よ
う
に
食
い
止
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

　

人
口
減
少
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
「
若
者
の
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
」「
結
婚
新
生
活
」

「
若
者
の
定
住
助
成
金
」「
来
て

し
ん
ち
住
宅
取
得
」「
出
生
児

祝
い
金
」「
保
育
料
軽
減
助
成
」

「
住
宅
保
育
支
援
」
等
の
支
給

事
業
と
、
来
年
度
よ
り
、
学
校

給
食
無
償
化
の
予
算
計
上
を
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
て
も
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
の
は
難
し
い
。

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

す
す
め
る
第
６
次
新
地
町
総
合

計
画
後
期
計
画
の
中
で
も
、
人

口
減
少
対
策
の
施
策
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
が
、
市
町
村
単
独

で
人
口
増
加
策
の
取
り
組
み
に

は
限
界
が
あ
る
。
国
や
県
の
人

口
減
少
対
策
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

人
口
増
加
対
策
は
宅
地

を
造
成
し
た
だ
け
で
成
り
立
つ

も
の
で
は
な
く
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
次
の
世
代
を

担
う
若
い
人
た
ち
の
意
見
に
沿

吉田　博 議員

農業版企業誘致を

回答　�地域計画に期待

　

矢
吹
町
で
は
、
家
庭
用

レ
ン
ジ
フ
ー
ド
製
造
の
企
業
が

耕
作
放
棄
地
を
借
り
受
け
、
野

菜
栽
培
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
を
始

め
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

を
「
農
業
版
企
業
誘
致
」
と
呼

ん
で
い
る
が
、
稲
作
を
諦
め
た

農
業
者
の
増
加
を
受
け
た
事
業

で
、
今
後
も
高
齢
化
等
に
よ
り

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
農

地
再
生
の
新
た
な
一
手
と
し

て
注
目
を
集
め

て
い
る
。
農
業

へ
の
関
心
や
信

頼
度
を
高
め
て

基
幹
産
業
の
農

業
を
将
来
に
つ

な
げ
る
仕
組
み

を
育
て
た
い
と

し
て
い
る
。
そ

し
て
３
月
６
日

の
福
島
民
報
紙

に
は
、
矢
吹
町

は
、
町
企
業
立

地
促
進
条
例
を

改
正
し
て
交
付

対
象
に
農
業
を

加
え
、
固
定
資

産
税
評
価
額
が

１
億
円
を
超
え

る
農
業
関
連
企
業
に
対
し
て
、

固
定
資
産
税
相
当
額
を
３
年
間

交
付
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
新

地
町
全
体
に
広
げ
て
、
当
町
は

15
行
政
区
あ
る
の
で
、
各
行
政

区
に
１
つ
位
団
地
を
作
り
、
農

業
を
維
持
し
て
い
く
取
組
み
を

し
て
は
ど
う
か
。

　

今
月
末
に
地
域
計
画

の
公
告
を
行
い
、
農
地
の
集
約

化
を
進
め
る
。
高
齢
化
に
よ
る

離
農
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
地
域
外
か
ら
の
受
け
入
れ
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
を

探
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
地

域
計
画
の
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。　

農
業
版
企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

等
で
毎
月
見
て
い
る
が
、
何
か

対
策
を
講
じ
な
い
と
前
に
進
ま

な
い
の
で
は
。

　

農
業
版
企
業
誘
致
を

よ
く
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、

慎
重
に
進
め
た
い
。
県
の
制
度

等
を
参
考
に
検
討
す
る
。

　

今
年
は
、
総
合
計
画
５

年
目
に
あ
た
り
、
後
期
計
画
策

定
の
年
で
あ
り
、
人
口
フ
レ
ー

ム
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。
前

期
計
画
で
は
、
目
標
値
令
和

７
年
人
口
７
９
０
０
人
、
世

帯
数
２
９
０
０
世
帯
、
そ
し

一般質問

八巻秀行 議員

人口減少に歯止めを

回答　�後期基本計画に反映さ
せる

う
よ
う
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

町
づ
く
り
の
目
標
に

「
住
民
力
を
活
か
す
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」を
め
ざ
し
、

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
な
い
参
画
を
促
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

鹿
狼
山
の
日
本
一
早
い

山
開
き
は
大
変
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
山
登

り
は
健
常
者
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
老
若
男
女
が
た
や
す
く

登
山
が
で
き
て
山
頂
か
ら
景
色

が
一
望
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
す
れ
ば
多
く
の
人
が
訪

れ
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
拡

大
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

昨
年
度
は
、
眺
望

コ
ー
ス
の
急
な
斜
面
へ
の
木
製

階
段
の
設
置
や
洗
い
堀
、
浸
食

防
止
を
予
防
す
る
た
め
の
排
水

対
策
や
植
生
土
の
う
設
置
な

ど
、
整
備
を
行
い
、
今
年
度
は

連
絡
コ
ー
ス
の
木
製
階
段
や
登

山
道
の
整
備
を
予
定
し
、
登
山

者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
鹿
狼

山
に
し
た
い
。

　

町
内
に
は
海
や
平
地
に

遊
び
場
や
公
園
、
史
跡
等
が
多

く
あ
る
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
交

流
人
口
拡
大
の
一
助
と
し
て
利

活
用
を
工
夫
す
べ
き
と
思
う
。

　

釣
師
防
災
緑
地
公
園

は
、
令
和
元
年
12
月
に
共
用
開

始
し
、
利
用
者
は
本
年
１
月
時

点
で
22
万
９
千
人
と
な
っ
て
お

り
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
も

の
や
、
民
間
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
多
く
の
利
用
者
が
あ
る
。
ま

た
、
町
内
の
史
跡
巡
り
や
「
縄

文
文
化
企
画
展
」
を
開
催
し
て

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　

近
年
地
震
の
回
数
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
校
舎
の
耐
震

検
査
を
行
い
子
ど
も
た
ち
に
安

全
な
校
舎
で
学
習
さ
せ
る
べ
き

と
思
う
。
耐
震
検
査
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

　

東
日
本
大
震
災
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
大
地
震

に
は
、
必
要
に
応
じ
た
改
修
等

を
行
っ
て
き
た
の
で
、
現
時
点

で
の
耐
震
検
査
の
計
画
は
な
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
特
化
し

た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
が
、
教
育
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ

け
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
の
他

の
学
習
は
も
と
よ
り
、
人
間
形

成
を
含
め
た
幅
広
い
も
の
と
す

べ
き
で
は
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
大
き

な
柱
と
し
て
、
文
科
省
が
示
す

多
角
的
な
教
育
施
策
を
展
開
し

て
い
く
。

て
、
令
和
12
年
人
口
７
７
０
０

人
、
世
帯
数
３
０
０
０
世
帯
と

し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
町

の
現
状
は
、
今
年
２
月
の
状
況

は
、
人
口
７
４
７
４
人
、
世
帯

数
２
７
６
１
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
毎
月
20
人
位
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
す
で
に
２
２
６

人
、
２
３
９
世
帯
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
様
に
見

直
す
か
伺
う
。

　

後
期
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
、
将
来
人
口
・
世
帯

数
フ
レ
ー
ム
の
目
標
値
に
つ
い

て
は
、
国
内
の
少
子
化
に
伴
う

人
口
減
少
社
会
の
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
今
後
の
動
向
を
予
測

し
て
適
切
に
見
直
し
て
い
く
。

　

あ
と
５
年
、
２
０
３
０

年
に
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
な
い
フ
リ
ー
電
力
の
導
入
と

ア
ン
モ
ニ
ア
供
給
拠
点
の
整
備

を
ど
う
位
置
付
け
る
か
伺
う
。

　

後
期
計
画
策
定
の
中

で
位
置
付
け
る
。

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

問問

問

問

問

問

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

▲昭和 42 年に建築された福田小

▲利用者が少ないみんなの広場

▲農業を維持する取り組みを

各
学
校
の
耐
震
検
査
を

回
答
検
査
計
画
は
な
い

問

問問

回
答

回
答

回
答

回
答

問

人
口
フ
レ
ー
ム
見
直
し
は

回
答
今
後
の
動
向
を
見
て

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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スーパー誘致の現状は

回答　�前向きな検討事業者あり

　
「
観
海
堂
の
再
建
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
議

会
で
、
教
育
長
答
弁
で
「
ど
う

し
た
ら
で
き
る
か
考
え
て
い

く
」、
町
長
答
弁
で
は
「
復
興

委
員
会
で
の
意
見
を
待
ち
た

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
委
員
会
は
開
催
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

観
海
堂
は
大
震
災
で

流
失
し
た
後
、
平
成
25
年
度
に

外
部
有
識
者
で
「
観
海
堂
復
興

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成

30
年
に
「
観
海
堂
跡
地
」
と
名

称
を
変
更
し
、
県
史
跡
に
再
指

定
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
は
休
会

し
て
い
る
。

　

議
会
で
の
答
弁
も
あ
る

わ
け
だ
か
ら
、
復
興
委
員
会
も

再
編
し
な
が
ら
新
地
町
の
教

育
、
町
づ
く
り
の
原
点
と
も
言

え
る
観
海
堂
の
再
建
に
つ
い

て
、
学
芸
員
の
確
保
も
含
め
取

り
組
む
べ
き
だ
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て

も
反
省
す
べ
き
点
は
あ
る
。
福

島
県
で
初
め
て
共
立
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
、
そ
の
建
学
精
神

「
広
い
視
野
と
深
い
思
慮
」
は
、

現
在
の
町
の
教
育
に
も
し
っ
か

　

ス
ー
パ
ー
誘
致
は
現
在

ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

昨
年
11
月
、
民
間
事

業
者
約
20
社
に
対
し
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
進
出
意
向
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
前
向
き

に
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

者
が
あ
り
、
鋭
意
取
り
組
む
。

牛坂毅志 議員

観海堂の再建を

回答　�再整理し検討

一般質問

井上和文 議員

障
が
い
者
の
交
通
補
助
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
に
対
す
る
交

通
機
関
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の

方
の
移
動
の
支
援
に
な
る
よ
う

積
極
的
に
活
用
を
勧
め
て
い
き

た
い
。

Ｕ
字
溝
の
ふ
た
の
設
置
に
つ
い
て

　

町
道
の
維
持
管
理
で
、

Ｕ
字
溝
の
ふ
た
の
設
置
に
つ
い
て

考
え
は
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の

中
で
交
通
安
全
対
策
の
推
進
を

掲
げ
て
お
り
、
側
溝
の
蓋
掛
け

に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
側
溝
の
蓋
掛

け
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
の
実
施
が
主
と
な
る

が
、
蓋
掛
け
効
果
の
一
つ
で
あ

る
排
水
機
能
の
維
持
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
制
度
の
限

度
額
引
き
上
げ
は
撤
回
す
べ
き

こ
と
を
国
に
要
請
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　

今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

大
戸
浜
地
区
の
復
興
は

地
域
特
性
な
ど
踏
ま
え
検
討

　

復
興
計
画
に
な
く
未
だ

手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
が
、

今
後
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト

構
想
推
進
機
構
と
の
連
携
を
継

続
し
な
が
ら
取
り
組
む
。
大
戸

浜
地
区
の
土
地
利
用
や
地
域
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
地

域
特
性
」
と
「
災
害
危
険
区
域
」

の
前
提
も
踏
ま
え
、
検
討
し
て

い
く
。

り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
今
後

内
部
で
課
題
を
整
理
し
、
当
時

の
メ
ン
バ
ー
は
高
齢
等
も
あ
り

難
し
い
の
で
、
新
た
に
人
選
を

し
外
部
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
復
元
、
再
現
、
公
園
の

利
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
平
成
21
年
３
月
以
来
、
学

芸
員
は
確
保
で
き
て
い
な
い

が
、
史
料
整
理
や
収
集
等
経
験

の
あ
る
職
員
を
活
用
し
な
が

ら
、
応
募
の
専
門
性
も
あ
る
の

で
募
集
時
に
考
え
て
い
く
。

　

国
指
定
、
県
指
定
の
史

跡
は
文
化
財
保
護
法
、
地
方
税

法
上
、
非
課
税
で
は
な
い
か
。

　

地
方
税
法
３
４
８
条

第
２
項
第
８
号
で
は
、
国
宝
、

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
、
特
別
史
跡
、
史
跡
、

特
別
名
勝
、
名
称
、
特
別
天
然

記
念
物
、
天
然
記
念
物
と
し
て

指
定
さ
れ
た
家
屋
、
ま
た
は
敷

地
は
非
課
税
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
該
当
の
史
跡
は
農
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現

況
課
税
を
し
て
い
る
。

　

地
方
税
法
３
４
８
条
第

２
項
第
８
号
よ
り
現
況
課
税
が

上
位
と
い
う
法
的
根
拠
は
。

　

法
的
根
拠
は
調
べ
て

い
な
い
が
、
よ
く
調
査
、
研
究
、

検
討
し
て
い
く
。

　

様
々
、
イ
ベ
ン
ト
等
も

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
土
史

研
究
会
、
文
化
協
会
等
の
活
動

を
応
援
、
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

町
全
体
の
文
化
の
底
上
げ
を
図

り
、
文
化
の
振
興
を
進
め
る
べ

き
だ
。　

そ
の
通
り
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

今
年
は
、
被
爆
、
終
戦

か
ら
80
年
の
記
念
す
べ
き
年

だ
。
昭
和
63
年
に
新
地
町
は
平

和
宣
言
を
し
、
世
界
中
に
核
廃

絶
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
日
本

被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
が
、
平
和
宣
言
町
と

し
て
80
年
を
町
民
と
と
も
に
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

新
地
町
は
、
日
本
国

憲
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
恒
久

平
和
を
実
現
す
る
た
め
、
全
世

界
の
人
々
と
相
携
え
て
、
永
遠

の
平
和
確
立
に
努
力
す
る
こ
と

を
議
決
い
た
だ
き
、
改
善
セ
ン

タ
ー
前
に
看
板
を
設
置
し
た
。

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
極
め
て

意
義
深
い
こ
と
だ
。
広
島
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
、
９
日
、
終
戦
記
念
日
の

15
日
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ご

冥
福
と
世
界
の
平
和
、
核
の
な

い
世
界
の
実
現
を
祈
っ
て
い
く
。

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト 平

和
宣
言
町
と
し
て
の

取
り
組
み
を

 �

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

と
も
に
祈
る

▲スーパーの進出が待たれる用地

▲大戸浜地区の現状▲設置された「平和都市宣言の町」の看板

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

問

問問問

問問

問問

問問 問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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財
政
調
整
基
金
を
積
立

て
い
る
が
、
そ
の
運
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
の
か
。

　

財
政
調
整
基
金
に

は
、「
新
地
町
財
政
調
整
基
金

条
例
」
等
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
制
約
が
あ
り
、
安
全
性
、
確

実
性
を
担
保
し
な
が
ら
、
極
力

有
利
な
運
用
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

　

物
価
高
騰
等
に
よ
り
、

市
中
金
融
機
関
へ
の
預
貯
金
は

目
減
り
す
る
状
況
に
あ
る
。
一

部
地
方
県
債
を
購
入
し
て
い
る

が
、
利
率
の
高
い
金
融
商
品
で

運
用
す
べ
き
で
は
。

　

有
価
証
券
に
つ
い
て

は
、
元
本
割
れ
に
リ
ス
ク
が
あ

る
。
金
利
は
近
年
、
上
昇
局
面

に
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
1
年
以

内
の
定
期
預
金
に
よ
る
運
用
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

債
権
や
投
資
信
託
に

は
、低
リ
ス
ク
商
品
も
あ
る
が
、

法
定
果
実
の
確
保
が
町
の
財
政

に
貢
献
す
る
と
思
う
が
。

　

債
権
や
投
資
信
託
に

よ
る
運
用
は
、
先
に
述
べ
た
理

由
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

　

企
業
誘
致
に
よ
り
、
人

口
増
加
を
目
指
す
た
め
、
製
造

業
な
ど
の
誘
致
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
工
業
用
地
計
画
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
内
企
業
に
は
事
業

拡
大
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。
し

か
し
、
町
内
や
相

馬
中
核
工
業
団

地
で
創
業
し
て

い
る
企
業
で
は
、

雇
用
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞

く
。
既
存
企
業
の

就
業
者
が
新
た

な
企
業
に
流
れ

る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
町
と
し

て
は
、
各
企
業
が

雇
用
を
確
保
で

き
、
安
定
し
て
事

業
が
継
続
で
き

財政調整基金の運用拡大を

回答　�短期定期預金を活用

る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

　

現
在
策
定
中
の
第
６
次

総
合
計
画
に
後
期
計
画
に
は
新

た
な
工
業
用
地
の
開
発
計
画
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

や
各
種
団
体
懇
談
会
な
ど
町
民

参
画
に
よ
る
計
画
づ
く
り
の
中

か
ら
、
企
業
進
出
の
動
向
や
情

報
の
収
集
に
努
め
な
が
ら
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。

　

　

円
滑
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
、
適
切
な
職
員
数
が
必

要
だ
。
過
不
足
含
め
現
状
は
。

　

総
務
省
が
公
表
し
て

い
る
類
似
団
体
別
職
員
数
に
照

ら
す
と
、
平
均
よ
り
８
名
、
率

に
し
て
６
・
４
㌫
超
過
し
て
い

る
。７
年
度
の
採
用
職
員
数
は
、

と
も
に
任
期
付
で
土
木
１
名
、

保
健
師
１
名
で
あ
る
。

　

技
術
職
や
専
門
職
は
応

募
者
が
な
く
、
各
自
治
体
と
も

苦
慮
し
、
色
々
な
策
を
講
じ
て

い
る
。
町
と
し
て
何
か
考
え
て

い
る
の
か
。

　

土
木
、
建
築
、
保
育

士
は
応
募
者
が
な
く
、
県
と
と

も
に「
町
村
職
員
へ
の
道
案
内
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
、さ
ら
に
求
人
案
内
に
掲
載
、

県
内
や
宮
城
県
の
学
校
に
案
内

し
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。
今

後
、
学
校
へ
の
直
接
訪
問
を
行

い
、
様
々
な
取
組
み
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

村上勝則 議員

総務文教常任委員会

歴史・文化的資源の活用を
委 員 会
レポート

　

新
地
町
が
有
す
る
歴
史
文
化

遺
産
は
、
周
辺
市
町
と
比
べ
数

多
い
。
特
に
縄
文
時
代
に
遡
る

新
地
貝
塚
、
三
貫
地
貝
塚
か
ら

過
去
に
出
土
し
た
も
の
に
は
歴

史
価
値
が
高
い
も
の
が
あ
る
。

御
殿
岬
戊
辰
戦
争
役
跡
な
ど
、

こ
の
地
域
特
有
の
戦
争
遺
構

も
多
数
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
の

歴
史
遺
産
に
つ

い
て
、
機
会
を

見
つ
け
現
地
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
の

開
催
や
、
郷
土

を
知
る
機
会
と

し
て
、
小
・
中

学
校
に
お
け
る

教
育
の
材
料
と

し
て
の
活
用
を

引
続
き
図
ら
れ

た
い
。
ま
た
、

現
地
に
関
し
て

は
、
通
路
・
駐

車
場
の
確
保
や

見
学
の
た
め
の

歩
道
の
整
備
な

ど
、
歴
史
価
値
に
配
慮
し
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
望

む
。

　

町
に
あ
る
文
化
財
は
、
駒
ケ

嶺
公
民
館
分
館
他
各
所
に
収
蔵

保
管
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
も

含
め
「
ア
ー
ト
展
」
と
し
て
公

開
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

長
期
的
な
視
点
で
、
文
化
財
の

保
存
、
収
蔵
資
料
の
展
示
が
で

き
る
よ
う
資
料
館
等
の
設
置

（
基
金
等
）
の
検
討
も
進
め
ら

れ
た
い
。

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計

58
億
１
千
万
円
、
特
別
会
計

19
億
７
１
０
０
万
円
、
公
営

企
業
会
計
の
下
水
道
事
業
は

５
億
３
５
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

歳
入
は
、
町
税
の
個
人
住
民

税
は
、
賃
上
げ
基
調
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
増
加
を
見
込
ん

で
い
る
。
法
人
住
民
税
は
、
資

材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰
の
影

響
を
考
慮
し
、
令
和
６
年
度
の

実
績
な
ど
か
ら
減
収
を
見
込
ん

で
い
る
。
固
定
資
産
税
は
、
町

内
企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資

に
よ
り
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。
な
お
、
復
興
特
区
制
度
に

よ
る
減
免
措
置
を
行
っ
た
資
産

は
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
で

措
置
さ
れ
て
い
る
。
普
通
交
付

税
は
、
基
準
財
政
需
要
額
の
減

少
と
人
件
費
・
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
る
単
位
費
用
増
加
及
び
災

健
全
な
財
政
運
営
を

害
復
旧
の
元
利
償
還
に
よ
る
交

債
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
交

付
団
体
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
震
災
復
興
特

別
交
付
税
は
復
興
特
区
制
度
を

利
用
し
た
企
業
の
固
定
資
産
の

減
価
償
却
に
よ
り
減
収
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

各
種
事
業
の
実
施
に
際
し
て

は
、
引
き
続
き
財
政
規
律
を
堅

持
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図

り
、
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し

を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

引
き
続
き
町
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
予
算
の
確
保
と
的
確

な
事
業
運
営
を
さ
れ
た
い
。

一般質問

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

町
政
を
問
う

▲唯一の空き工業用地・旧駒小跡地

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

問

問問

問

問問問

企
業
誘
致
と
工
業
用
地

建
設
を

適
正
な
職
員
数
と
採
用
は

回
答
町
民
の
意
向
に
よ
り

検
討

回
答
技
術
・
専
門
職
確
保

へ
努
力

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

▲職員による説明（新地貝塚）

　

１
月
20
日
、
文
化
財
の
保

存
と
活
用
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

　

２
月
12
日
、
令
和
７
年
度

予
算
編
成
の
方
針
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

見
守
り
活
動

声
か
け
合
え
る
環
境
醸
成
を

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
地

ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、
新
地
ホ
ー

ム
・
な
ご
み
の
里
福
田
の
各
施

設
に
つ
い
て
、
現
状
の
説
明
を

受
け
た
。
入
所
待
機
者
は
い
る

が
、
町
内
の
入
所
希
望
者
は
お

お
む
ね
対
応
で
き
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名

　

令
和
７
年
２
月
26
日
に
大
船
渡
市
内
で
発
生

し
た
大
規
模
林
野
火
災
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
地
町
議
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

支
援
と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
24
日
に
義
援
金

を
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
の
生
活
が
一
日
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
21
日
、
福
祉
施
策
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

岩
手
県
大
船
渡
市
へ

　
　
災
害
義
援
金
を
送
る 

　
　（
町
議
会
議
員
一
同
）

　

２
月
20
日
、
漁
業
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

称
か
ら
具
体
的
な
事
業
内
容
等

が
分
か
り
に
く
い
部
分
も
あ
る

の
で
、
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
広
報
な
ど
で
周
知
徹

底
さ
れ
た
い
。

　

高
齢
者
世
帯
等
見
守
り
活
動

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
見
守

り
活
動
に
携
わ
る
方
、
見
守
り

を
受
け
る
方
に
、
事
業
の
本
質

や
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
情
報
発
信
に
努
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
地
域
と
連
携
し
、

声
を
掛
け
合
え
る
環
境
の
醸
成

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
サ

ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、
新
地

町
に
は
相
談
支
援
事
業
所
が

２
ヶ
所
あ
る
。
い
つ
で
も
気
軽

に
相
談
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
周
知
・
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
発
揮
で

き
る
環
境
整
備
、
町
づ
く
り
を

さ
れ
た
い
。

物価高や担い手不足など

寄り添った漁業振興策を

　

荷
捌
き
施
設
、
製
氷
施
設
、

漁
具
倉
庫
な
ど
を
視
察
し
、
相

馬
双
葉
漁
港
協
同
組
合
理
事
新

地
地
区
代
表
の
小
野
重
美
氏
、

参
事
の
小
野
雄
治
氏
よ
り
、
各

施
設
や
漁
業
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

現
在
、
週
３
回
、
月
12
回

出
漁
し
て
い
る
。
年
間
目
標

１
９
０
日
に
対
し
て
１
４
４
日

（
12
日
×
12
ヶ
月
）
で
操
業
率

75
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
員
数
、
漁
船
登
録
数
の

状
況
は
次
の
と
お
り
。

組
合
員
数（正

・
准
組
合
員
合
計
）

　

平
成
23
年
３
月
末　

70
名

←

　

令
和
６
年
３
月
末　

53
名

（
17
名
減
）

漁
船
登
録
数

（
５
ト
ン
以
上
・
未
満
合
計
）

　

平
成
23
年
３
月
末　

45
隻

←

　

令
和
６
年
３
月
末　

29
隻

（
16
隻
減
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

災
害
以
降
、
漁
業
従
事
者
や
漁

船
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
担

い
手
で
あ
る
後
継
者
の
数
も
減

少
し
て
お
り
、
重
要
か
つ
切
実

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
県
沖
の
漁
場
は
、
暖
流
と

寒
流
が
混
じ
り
合
う
豊
か
な
海

域
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
の

気
候
温
暖
化
に
伴
う
海
水
温
の

上
昇
等
に
よ
り
、
魚
介
類
の
不

漁
が
続
い
て
お
り
、
獲
れ
る
魚

種
が
変
化
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
、
後
継
者
・
担

い
手
不
足
、
物
価
・
資
材
高
騰

に
よ
る
船
建
造
費
の
値
上
が

り
、
漁
場
の
確
保
、
養
殖
に
つ

い
て
等
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

漁
業
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

り
、
引
き
続
き
漁
業
者
に
寄
り

添
っ
た
漁
業
振
興
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　

２
月
17
日
、
21
日
、
３

月
４
日
に
、㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、

東
北
電
力
㈱
、
相
馬
共
同

火
力
発
電
㈱
そ
れ
ぞ
れ

に
、
新
地
発
電
所
増
設
等

の
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

新地発電所増設等整備新地発電所増設等整備
促進特別委員会促進特別委員会

『葬送のフリーレン』のキャラクターと一緒に学べる『葬送のフリーレン』のキャラクターと一緒に学べる
地方議会特設サイト「あなたと議会」が創設されました！地方議会特設サイト「あなたと議会」が創設されました！

▲相馬共同火力発電(株)にて

★次回の定例会は、
６月初旬開会の予定です。

　議会は、所定の用紙に必要事項を記　議会は、所定の用紙に必要事項を記
入して頂くことにより、どなたでも自由入して頂くことにより、どなたでも自由
に傍聴することができます。に傍聴することができます。

　三議長会（全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会）　三議長会（全国都道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町村議会議長会）

は、将来の地域を担うこどもたちに、身近な課題を自分のこととして考え、議論し、は、将来の地域を担うこどもたちに、身近な課題を自分のこととして考え、議論し、

合意形成を図ることの大切さや、地方議会・議員の役割等を周知するため、若者に合意形成を図ることの大切さや、地方議会・議員の役割等を周知するため、若者に

人気の漫画「葬送のフリーレン」のキャラクターと一緒に学べる特設サイト「あなた人気の漫画「葬送のフリーレン」のキャラクターと一緒に学べる特設サイト「あなた

と議会」を創設しました。と議会」を創設しました。

　また、小・中学生向け、高校生・大学生向けの　また、小・中学生向け、高校生・大学生向けの

リーフレットも作成されましたので、ぜひご覧ください。リーフレットも作成されましたので、ぜひご覧ください。

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

詳しくは、議会事務局へ
お問い合わせください。

議会事務局（新地町役場３階）
 ☎６２－２１９０（直通）

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

▲荷捌き施設を視察

▲新地ホームにて

　▽各サイトのＱＲはこちら▽　▽各サイトのＱＲはこちら▽
リーフレット
ダウンロード 特設サイト
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し
ん
ち
議
会
だ
よ
り

1
8
5
号
　
令
和
７
年
４
月
2
0
日

発
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編
集
福
島
県
新
地
町
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議
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広
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編
集
委
員
会

〒979-2792
福
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「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
清
少

納
言
は
枕
草
子
の
冒
頭
に
記

し
て
い
る
。
春
は
日
の
出
前

の
空
が
明
る
く
な
る
こ
ろ
が

一
番
美
し
い
と
い
う
こ
と
の

よ
う
だ
。
過
ご
し
や
す
い
季

節
の
到
来
で
あ
り
、
桜
も
咲

き
、
農
作
業
の
準
備
な
ど
忙

し
く
な
る
時
期
で
も
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
新
年
度
予
算
で
は
、

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
が

よ
う
や
く
実
現
、
ま
た
、
新

事
業
も
盛
り
込
ま
れ
る
な

ど
、
緊
縮
型
で
は
あ
る
が
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
に
な

っ
た
と
感
じ
る
。

　

震
災
か
ら
14
年
が
経
ち
、

若
年
層
に
は
実
体
験
の
な

い
人
が
増
え
て
い
る
。
復
興

は
進
ん
で
い
る
と
い
う
一
方

で
、
ま
だ
道
半
ば
と
い
う
声

を
耳
に
す
る
。
あ
の
惨
状
を

忘
れ
な
い
よ
う
伝
承
し
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
等
、
町

政
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
、
我
々
、
体
験
者
と
し
て

の
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

	

（
村
上　

勝
則
）

編
集
後
記

委
員
長	

村
上　

勝
則

副
委
員
長	

吉
田　
　

博

委　

員	

八
巻　

秀
行

委　

員	

牛
坂　

毅
志

委　

員	

大
内　

広
行

編
集
委
員

イ
ンタ
ビュー

ようこそ新地町へ

　

妻
と
の
結
婚
を
機
に
妻
の
実

家
が
あ
る
新
地
町
に
移
住
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
身
は

お
隣
の
相
馬
市
で
す
。
現
在
は

妻
、
９
歳
の
長
男
、
３
歳
の
長

女
と
と
も
に
自
然
あ
ふ
れ
る
新

地
町
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
い
こ

と
が
町
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る

事
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
海
水
浴
場
に
登
山
、
パ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
、
海
釣
り
公
園
に

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、
こ
ん
な
に

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
恵
ま
れ
た

市
町
村
は
全
国
的
に
見
て
も
稀

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
ア
ウ
ト

ド
ア
が
好
き
な
の
で
、
毎
年
暖

か
く
な
る
と
鹿
狼
山
に
登
り
、

海
釣
り
公
園
で
の
釣
り
、
娘
と

釣
師
防
災
緑
地
公
園
で
遊
ん
だ

り
と
町
の
魅
力
を
楽
し
み
尽
く

し
て
い
る
町
民
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
の
誘
致
で
す
。
現

在
、
町
外
の
ス
ー
パ
ー
に
行
か

な
い
と
欲
し
い
食
料
品
が
確
保

し
に
く
い
状
況
が
な
お
続
い
て

自
然
あ
ふ
れ
る
町

雁
小
屋
地
区
に
お
住
ま
い
の
小
笠
原 

遼
馬

さ
ん
に
、
新
地
町
の
印
象
や
、
望
む
こ
と
な

ど
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
ま
す
。
魅
力
あ
る
町
に
は
日

常
生
活
に
必
要
な
こ
と
が
町
内

で
完
結
す
る
こ
と
も
、
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
運
転
で
き
な
い
方
、
運

転
に
不
安
の
あ
る
方
、
急
な
買

い
出
し
、
仕
事
帰
り
に
…
町
内

に
ス
ー
パ
ー
が
あ
っ
た
ら
も
っ

と
便
利
に
感
じ
る
人
は
少
な
か

ら
ず
、
私
以
外
に
い
る
と
思
い

ま
す
。

プロフィール
小
おがさわら
笠原　遼

りょうま
馬さん（雁小屋地区）

福島県相馬市出身
妻と子ども２人の４人暮らし

町
の
印
象
は

町
に
望
む
こ
と

新
地
町
に
居
住
し
た
き
っ
か
け


